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古代インド祭式文献に記述 された穀物料理

永 ノ 尾 信 悟

Definition of Ancient Indian Food from Grain Based on 

           Vedic Ritual Literature

Shingo EINO0

   Many types of food from grain were offered to the Gods in 
Ancient Indian Vedic sacrifice. The old Indic dictionaries provide 
definitions for the various words for food made from grains, but 
since they are given in isolation determination of a particular 
food is uncertain. To remedy this situation, this paper describes 

methods of preparation of food from grain, based on my analysis 
of the Vedic ritual literature of Ancient India. Nine types of 
food from grain are discussed here; 1.  laja/parivapa, 2. tandula, 
3. caru/ohana, 4. caru for Pusan, 5. purodasa, 6. dhana, 7. saktu, 
8. mantha, and 9. karambha. Further, I propose that henceforth 
dhana be interpreted as "parched grain," and that its traditional 
meaning of "grain in general" be deleted.

１． 古代インドシュラウタ祭式は供物の種類により， １．穀物 料理 を用 いる ｈａｖｉｒ－

ｙａｊｎａ祭と，２．興奮性をもつ飲料 ｓｏｍａを主要供物とするｓｏｍａ祭 に大別される１）。

シュラウタ祭式を式次第にしたがって記述するシュラウタスー トラ文献は，いろいろ

な祭式記述の過程において，供物 としてもちいられるいくつかの穀物料理の調理法を

詳 しく記録 している。祭式の記述であるので，調理の各所作には，これに伴 って唱え

られる韻文や散文の大小の祭文 も規定されているが，本稿においては祭文など以下の

記述の目的とは直接に関連 していない部分は度外視 し，各穀物料理の調理に最少限必

要な所作のみをとりだして，調理過程そのものをあきらかにすることを試みる。

　本稿において論 じられる穀物料理を しめす語の意味は，すでに辞書や，この種の問

１） ＬａｔｙＳＳ　５，４，２２　ｓａｐｔａ　ｈａｖｉｒｙａｊｎａｓａｚｎｓｔｈａｈ　ｓａｐｔａ　ｓｏｍａｓａｍｓｔｈａｈ 〃２２〃．「ｈａｖｉｒｙａｊｉｉａ 祭 は ７つ 。

ｓｏｍ ａ祭 は ７つ 。」 シ ュ ラ ウタ祭 式 の種 類 につ いて は ［Ｗ ＥＢＥＲ　 １８７０：３２５－３２６； ＨＩＬＬＥＢＲＡＮＤＴ

１９８１：１０５－１６６］を 参 照 。ｓｏｍａにつ いて は ［ＢＲＯＵＧＨ　 １９７１：３６１］を 参 照 。

　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 ５２１
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題 を論 じる参考文献２）において与え られてい る。 しか しこれ らの文献 において は，調

理過程か ら分離 されて，個 々に語 の意味 が与え られているため，時 としては，ある語

によ ってどのような料理が意味 されているのか判断に迷 う場合があ る。た とえば ｌａｊａ

に対 して 「妙 られ た穀粒」 とい う意 味が与え られてい る ［ＢＯＨＴＬＩＮＧＫ－ＲｏＴＨ　 １９７６：

ｓ．ｖ．］が， その穀粒 はすで に脱穀 され， 籾穀 が とりのぞかれてい ると考 えると誤 りを

おかす こととなる３）。 ｄｈａｎａ に対 しては， 一般 的に 「穀粒」 とい う意味 が付与 され

て きた ［ＺＩＭＭＥＲ　ｌ　８７９：２６９；ＭＡＹＲＨｏＦＥＲ　 ｌ　９５６－１９７６：ｓ．ｖ．；ＧＲＡｓｓＭＡＮＮ　 １９６４：

ｓ．ｖ，；ＭＡＣＤＯＮＥＬＬ－ＫＥＩＴＨ　 ｌ　９６７：ｓ．ｖ．；ＢＯＨＴＬＩＮＧＫ－ＢＯＴＨ　 ｌ９７６：ｓ．ｖ．］が，字句の

表面上は ｌａｊａ と同 じく 「妙 られた穀粒」 を意味す ると考え られた り　［ＯＭ　ＰＲＡＫＡＳＨ

ｌ９６１：８］，少 くともシュラウタ文献 において は 「妙 られた穀物を粉 にした もの」を意

味す るともみなされて いる ［ＲＥＮｏｕ　１９５４：ｓ．ｖ．；ＳＥＮ　ｌ９７８：ｓ．ｖ．；ＧｏＮＤＡ　Ｉ９８０：

１８１］。 この ｄｈａｎａ に対 して与え られた最後 の意味 は，また，　ｓａｋｔｕ なる他 の語 に与

え られている意味 「穀粒を妙 って， おおまか に粉 に した もの」 ［Ｂ６ＨＴＬＩＮＧＫ－ＲｏＴｘ

１９７６：ｓ．ｖ．］とも似て いて，両者間の明確 な区別 がつ けに くい。

　 シュラウタ文献 の祭式規定 の中よ り，穀物料理の調理過程 の記述 を ここに とり出す

ことによ って ，穀物料理 の語 の 意味付 けに 附随す るい くつかの 曖昧 な点 を とりのぞ

き，あわせて古代 イン ド社会 における食事文化の一端 を明確 にす ることができるもの

と思われる。 なお，資料 としては Ｖｅｄａ文 献の最新層 に属す るシュ ラウタス ー トラ

のみが考慮 され るが， 祭式文献 の保守性 を考え ると， この考察の成 果 はよ り古層の

Ｒｇｖｅｄａ，　Ａｔｈａｒｖａｖｅｄａの用語法 にも適用され ると期待 され る。また，イ ン ド社会の

食事文化 の変容を考え るうえで も，確固た る出発点 が与 え られ うるもの と思 う。

２．　 まず最初に，穀物料理の調理過程を示す流れ図をあげ，以下において，シュラウ

タスー トラより該当箇所をとりだし，個々の穀物料理を説明してい く。

３． 本 稿 に お い て 論 じ る 穀 物 料 理 は 以 下 の ９つ で あ る 。 １．Ｉａｊａ ま た は ｐａｒｉｖａｐａ，

２．ｔａｎｄｕｌａ，３．　ｃａｒｕ ま た は ｏｄａｎａ，４．　Ｐｕｓａｎ神 の た め の ｃａｒｕ，５．ｐｕｒｏｄａｓａ，６．　ｄｈａｎａ，

７．ｓａｋｔｕ，８．　ｍ ａｎｔｈａ，９．　ｋａｒａｍ ｂｈａｏ

　 こ れ ら の 料 理 名 は ， 米 （ｖｒ３ｈｉ） を 材 料 に し た もの に 対 して も ， ま た 大 麦 （ｙａｖａ） を

２） 辞 書 と し て は 「Ｍ ＡＹＲＨＯＦＥＲ　 Ｉ　９５６－１９７６；ＧＲＡｓｓＭＡＮＮ　 １９６４；｝３０ＨＴＬＩＮＧＫ－Ｒ ｏＴＨ　 ｌ　９７６］，参 考

書 と して は ［ＺＩＭＭＥＲ　 １８７９；ＲＥＮＯＵ　 １９５４；Ｏ Ｍ　ＰＲＡＫＡＳＨ　 １９６１；Ｍ ＡｃＤｏＮ肌 Ｌ－Ｋ ＥＩＴＨ　 １９６７；

ＳＥＮ 　１９７８；ＧｏＮＤＡ　 ｌ　９８０］ な ど が あ る 。

３） 本 稿 ３．１．の 項 を 見 よ 。

５２２
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図１． 古代インド祭式文献に記述された穀物料理の調理法の流れ図

材料にしたものに対 して も，共通に用いられている。というのは，供物の材料につい

てシュラウタスー トラは単に 「米，大麦ともに供物として用いられる」と一般的に規

定するか４），初穂祭 とのかかわりで，「秋の米の初穂祭から春の大麦の初穂祭までは米

を供物 とし，春の大麦の初穂祭から秋の米の初穂祭までは大麦を供物 とする」と規定

していて５）， ある料理名が米または麦の産物にのみ用いられるという言及がないから

である。

３．１． ｌａｊ　ａ または ｐａｒｉｖａｐａｓ）：まだ脱穀 を していない籾穀のついたままで妙 った

もの。

 ApSS 12, 4, 8-10... lajarthan parihapyetaran avahanti /8/... dhanartham ca 

lajartharn ca kapale adhisrayati /9/... vrihin opya iajan karoti /10/.

「珂 ａの分 をのぞいて他の分 を脱穀す る。 ｄｈａｎａのため と １司ａのために二個

の素焼 き皿を （調 理の火の） 上 に置 く。 （脱穀 されていない） 米を （素焼 き皿

に） いれて （妙 って）ｌａｊａ を作 る。」７）

４） ＢａｕｄｈＳＳ　２８，１３ ［３６５，１２］ａｔｈａ　ｈａｖｉｓａｍ　ａｒｔｈｅ　ｖｒｉｈｉｙａｖａｕ． 「そ こで 供 物 の た め に 米 と大 麦 が
　 　 　 　 　 　 　 　 ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

使 わ れ る。」 ＫａｔｙＳＳ　１，９，　Ｉ　ｖｒＹｈｉｎ　ｙａｖａｎ　ｖａ　ｈａｖｉｓｉ〃１／！「米 ま た は大 麦 を供 物 と して 。」Ｍ ａｎＳＳ

１，２，１，２９ｍｉｔｒａｓｙａ　ｖａ§ｃａｋ写ｕｓ蕊ｐｒｅｋ＄ａ　ｉｔｉ　ｈａｖｉｓｙ互ｎ　ｐｒｅｋ等ａｔｅ　ｖｒｉｈｉｎ　ｙａｖ互ｎ　ｖ互／２９／「『Ｍ ｉｔｒａ神 の

目で も って汝 らを 見 る』 と とな えて ， 供物 の材 料 の米 か 大 麦 を見 る。」
　 　 　 タ

５） ＢｈａｒＳＳ　６，ｉｓ，１６ｖｒｉｈｉｂｈｉｒ　ｉ等ｔｖ互ｖｒｉｈｉｂｈｉｒ　ｅｖａ　ｙａｊｅｔ五ｙａｖｅｂｈｙａｈ ／ｙａｖａｉｒ　ｉ寧ｔｖ互ｙａｖａｉｒ　ｅｖａ　ｙ勾ｅｔ互
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ジ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジ

ｖｒｉｈｉｂｈｙａｈノ． 同 種 の 規 定 は ほ か に ，　ＡｐＳＳ　６，３１，１３；Ｈ ｉｒＳＳ　３，８ ［３８９，２９－３０］；ＶａｉｋｈＳＳ　８，２ ［７９，
　 　 　 　 　 　 ノ

１３－１４］；ＶａｒＳＳ　１，２，４，１８ に もあ り。 さ らに ［ＨＩＬＬＥＢＲＡＮＤＴ　 ｌ　９８１：８６］を も参照 。

６） この二 つ の語 は同 意語 と して 用 い られ て い る。 ＢｈａｒＳＳ　１３，１８，２１ａｊａｎ　ｐａｒｉｖａｐａ　ｉｔｉ．「ｌａｊａ を

ｐａｒｉｖａｐａ の意 味 で （用 い る）。」 同種 の規 定 は ＡｐＳＳ　ｌ　２，４，１３ に もあ り。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

７） ｌａｊａの 調 理 は ほ か に ＢｈａｒＳＳ　１３，１８，３－７；Ｈ ｉｒＳＳ　８，１ ［７８４，２１－２２；７８５，２５；７８７，１；１７］；Ｖ ａｉｋｈＳＳ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

１５，４－５ ［１９２，７－１１］に あ り。 特 に ＨｉｒＳＳ　８，１［７８７，１］お よ び ＶａｉｋｈＳＳ　１５，４［１９２，１１］は動 詞

ｂｈｒｊｊ一を 用 いて 「妙 る」 こ とを 明示 して い る。

５２３
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　 籾穀 がついたままなので，食 べる時 には爪 で籾穀 を とりのぞ くとされる８）。

　３．２． ｔａｎｄｕｌａ：脱穀 され籾穀が とりのぞかれた状態。

　籾穀 のつ いている穀 粒は臼 （ｕｌｕｋｈａｌａ）と杵 （ｍｕｓａｌａまたは ｍｕｓａｌａ）で打たれ，

箕 （ｓｕｒｐａ）を使 って籾穀 は風 に吹 きとばされる。 この脱穀 （ａｖａｈａｎａｎａ）と箕を使 っ

ての籾穀除去 （ｐａｒａｐａｖａｎａ）が数度繰 り返 され るが， この二つ の所 作 を 総 称 して

ｐｈａｌ３ｋａｒａｎａ といい，意味す るところは果実ｅ食べ られ る状態 （ｐｈａｌａ） にす るとい

うことで ある ［ＥＩＮｏｏ　ｌ　９８３：３－６］。 従 って，　ｔａｎｄｕｌａ は玄米，玄麦 をあ らわ し，糠

と胚芽を ともな っている９）。

　３．３． ｃａｒｕ または ｏｄａｎａ：ｔａｎｄｕｌａ を水または乳で煮 たもの。玄米粥，玄麦 粥。

　ｃａｒｕ は元来青銅製 または土器製の料 理鍋のことで あり ［Ｒａｖ　 １９７２：１９］， この鍋

で料理 された粥が ｏｄａｎａで あったが，他方 ｃａｒｕ は料理 された粥 そのものをあ らわ

すよ うにな った ［Ｗ ＥＢＥＲ　 １８６９：２１５－２１６］。 そ して ｃａｒｕ が粥を意味す る場合 ，そ

れを料理す る鍋を ｃａｒｕｓｔｈａｌｉとい う。 しか し， ともに粥をあ らわす 二 つ の こ と ば

ｃａｒｕ と ｏｄａｎａは用語法 において差異を しめす。 シａ．ラウタスー トラ文献 においては，

ｃａｒｅは供物 として用い られ る粥 をさ し，　ｏｄａｎａはそれ以外 の 日常生活 に食べ られる

粥 を意味 している１０）。

BaudhSS 2, 13 [55, 18-56, 5] 

 athainan vrihin §urpe samupyadbhir abhyuksya carmoduhaty athaitas-

８）ＡｐＳＳ　ｌ２，４，１４　ｎａｋｈａｉｒ　ｌ勾ｅｂｈｙａｓ　ｔｕ語ｎ　ｓａＩｈｈａｒａｔｉ　ｌ　ｌ４／ 「爪 で ｌａｊａ カａら籾 穀 を と りさ る。」

　 同種 の規 定 は ＢｈａｒＳＳ　１３，１８，９に もあ り。

９） 糠 と胚 芽 が脱 落 した もの を あわ せ て ｋａｎａ とい う。 脱穀 の際 に臼 と杵 で 打 たれ るので ，な か

　 に は糠 と胚 芽 の一 部 も剥 落 す る こ とが あ る。 ＡＶ　ｌＯ，９，２６の 描 く状 態 は これ にあ た る と思 わ れ

　 る ：　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 ，

　 　 　 ｕｌｕｋｈａｌｅ　ｍｕｓａｌｅ　ｙａｓ　ｃａ　ｃａｒｍａｎｉ　ｙｏ　ｖａ　ｓＧｒｐｅ　ｔａｎｄｕｌａｈ　ｋａｎａｈ／

　 　 　 ｙａｍ　ｖａ　ｖａｔｏ　ｍａｔａｒｉｓｖａ　ｐ‘ａｖａｍａｎｏ　ｍａｍａｔｈａｇｎｉｓ　ｄａｄ　ｄｈＳｔａ　ｓｔｚｈｕｔａｍ　ｋｒｎｏｔｕ〃

　 　 　 「臼 や杵 に， （下 敷 に敷 い た）皮 に ，箕 にあ る ｔａｎｄｕｌａ と ｋａｎａ，ま た は風 Ｍ ａｔａｒｉ”ｓｗａｎ が

　 　 　 吹 いて 奪 って い った もの， そ れ らを Ａｇｎｉは Ｈｏｔｒ祭 官 と して ， うま く献供 され た もの

　 　 　 にせ よ。」

１０） Ｍ Ｓ　１，１０，１［ｉ４ａ，１４－１５］にお いて ｏｄａｎａ が 供物 と して 挙 げ られ て い る場合 があ る ：

　 ｍａｒ丘ｄｂｈｙｏ　ｇｒｈａｍｅｄｈ６ｂｈｙぬ ｓａｒｖ互ｓ互・ｎ　ｄｕｇｄｈｅ　ｓａｙａｍ　ｏｄａｎａｈ 「家 庭祭 を 行 う Ｍ ａｒｕｔ神 群 に

　 対 して ， 夕方 すべ て の （乳牛 ） か ら搾 った 乳 で （炊 い た） 粥 （が献 じられ る）。」 しか しこの粥

　 が献 じ られ る Ｍ ａｒｕｔ神 群 の 「家 庭祭 を行 う」 とい うエ ピテ ッ トよ り， この神 々の家 庭 的 日常

　 生 活 との 関連 を考 慮 に入 れ る と， 供物 で はあ る が ｃａｒｕ で は な く ｏｄａｎａが用 い られて い る とい

　 うこ とを理 解 で きる と思 う。 いろ い ろ な粥 の種 類 と して は Ｍ ｙｌｉｕｓ［１９７６：５０５］ が以 下 の もの

　 を列 挙 して い る ：ｕｄａｕｄａｎａ （水 で 炊 いた 粥 ），　ｋｓｉｒａｕｄａｎａ （乳 で炊 いた粥 ），　ｇｈｒｔａｕｄａｎａ （バ

　 ター で炊 いた粥 ），ｔｉｌａｕｄａｎａ （ゴマ を炊 い た粥 ），　ｄａｄｈｙｏｄａｎａ （ヨー グ ル トで 炊 い た粥），　ｍａ－

　 ｍｓａｕｄａｎａ （肉 とい っし ょに炊 いた粥 ），　ｍ ｕｄｇａｕｄａｎａ （豆 を 炊 い た粥 ）。

５２４



永ノ尾　 古代インド祭式文献に記述された穀物料理

minn eva  carmany ulukhalamusale nidhayavahanty athaitenaiva patrena 

catura udapatran anayati yadi vidita sthali bhavati yady u va aviclita 

par ca va bhuyaso va sa samodakah sampadyate tarp ya eva kas ca 

kusalah parindhena srapayitvabhigharya.

　　　 「そ こでその米 を箕 の中 に入れ，水 をかけ，毛皮を広 げて敷 く。 そ して この毛

　　　皮 の上 に臼 と杵を置いて，打つ。そ して もし粥 をかため に料理す る場合 は，こ

　　　の （米を荷車 か ら箕に入れたの と） 同 じ容器 で水瓶の水 を四杯 （粥 を料理 する

　　　鍋 に）入れ る。 そ して もしやわ らかめ に （料理す る場合 は）， 五杯 かそれ以上

　　　入 れる。 そう して米 を水 といっ しょにす る１１）。誰か熟練 した ものが，まわ りか

　　　 ら火 を燃や して料理 し１２），（妙 きおわ った粥 に）溶 けたバ ターを注 ぎ込む。」

　粥 の調理法 は シュ ラウタ祭式文献 において は二つの場合 に規定 されて いる。一つ は

今，上 に例示 したように祭火設 置祭 Ａｇｎｙａｄｈｅｙａ の中での ｂｒａｈｍａｕｄａｎａ の準備

の時で あり１３），今一つ は初穂祭 Ａｇｒａｙａｎａ－ｉｓｔｉでの供物 の準備 の時で ある。 この場合

は３．５．で扱 う ｐｕｒｏｄａｓａとともに準備されるので，脱穀 の後に，粉 にされ る ｐｕｒｏｄａｓａ

用 の穀粒 と，粒のまま料理 され る ｃａｒｕ用 の穀粒 が分離 され る規定 が加 わるだ けで ，

粥 の調理法 そのもの は同一で ある１４）。

　３．４． Ｐｕｓａｎ神 のための ｃａｒｕ （ｐａｕｓｎａ　ｃａｒｕ）：玄米，玄麦 の粉で炊 いた粥。

　 シュ ラウタ祭式の過程において 中心をなす供 物の献供が終 ったあ と，その供 物の残

りの一 部が祭官達 によって食 べ られる。 Ｂｒａｈｍａｎ 祭官 に与え られ る分 は ｐｒａｓｉｔｒａ

と呼 ばれ る ［ＨＩＬＬＥＢＲＡＮＤＴ　ｌ　９７７：１３０］が，その ｐｒａ．ｓｉｔｒａを許可 な く食べた Ｐｕｓａｎ

神 は歯を う しな って しまった と，い くつ かの Ｂｒａｈｍａｎａ 文献 に語 られてい るエピソ

ー ドは伝えている１５）
。 このため Ｐｕｓａｎ に献 じる粥 は粉をつか って作 られ る。

１１） この 部 分 の訳 は不確 か 。 ［ＫＲＩＣＫ　 １９８２：２４６］ は ”Ｍ ｉｔ　ｇｌｅｉｃｈｅｒ　Ｍ ｅｎｇｅ　Ｗ ａｓｓｅｒ （ｗｉｅ　Ｒｅｉｓ）

　ｇｌｉｉｃｋｔ　ｅｒ（ｄｅｒ　Ｂｒｅｉ　ａｍ　ｂｅｓｔｅｎ）．” と訳 して い るが ，　ｓａｍｐａｄｙａｔｅを “Ｅｒ　ｇｌｉｉｃｋｔ　ａｍ　ｂｅｓｔｅｎ・” と

　訳 す の はい きす ぎの よ うに も思 え る 。

１２）粥 を料 理 す る際 ， ま わ りか ら火 を燃 や す とい う こ とにつ い て は Ｍ Ｓ ｌ，１０，１４ ［１５４，５－６］を 参

　 照 。ｍａｄｈｙａｍｄｉｎｅ　ｃａｒｕｒ　ｎｉｒｔｉｐｙａｓ　ｔａｒｈｙ　ｕｂｈまａｎｔａｕ　ｔａｐａｔｉ　ｃａｒ姉 ｓｙ巨ｔ　ｔａｌｈ　ｈｆ　ｓａｒ幅 ｔａｓ伍ｐａｔｉ．　

「正 午 に粥 を献 ず べ し。 そ の時 彼 ［太 陽】は （大 地 の） 両端 を 熱 す 。 粥 とす べ し。 な ぜ な らそ

　 れ ［粥］を すべ て の 方 か ら熱 す る か ら。」

１３） この場 合 に属 す る例 と して は更 に ＶａｉｋｈＳＳ　１，５［７，２－９］と Ｍ ａｎＳＳ　ｌ，５，２・１７－２０が あ る 。 ．

１４） この第 ２の 場合 に属 す る例 と して は ＢａｕｄｈＳＳ　１，７［ｌｌ，３－４］；ＢｈａｒＳＳ　５，１４，５－９；１２－１６；ＡｐＳＳ

　 ２４，３，２０；２４－２８；ＨｉｒＳＳ　３，８ ［３８３，７－１５；１９－２６；３８４，２７－２８１が あ る 。

１５） この エ ピソー ドを伝 え るの は ＴＳ　２，６，８，５；ＳＢ　ｌ，７，４，７；　 ：．：，１６－１９；ＧＢ　２，１，２で あ る。　Ｍ Ｓ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ　　　　　　　　　ノ

　 は この エ ピソー ドそ の もの は伝 え な い が ， ２，１，４ ［６，５］で ｓａｕｍ⑳ ａｕ興ａ㎎ ｃａｒｕｍ　ｎｌｒｖａｐｅｎ　
ｎ６ｍａｐｉ３ｔａｌｐ　Ｐａ６丘ｋ盃ｍａｈ 「家畜 を 望 む者 は Ｓｏｍａ－Ｐｕｓａｎに粥 を 献 ずべ し， しか も半 分 粉 に した

　 もので 炊 いて 。」 と規定 して い る 。材 料 の半 分 に 粉 を用 いる の は Ｐｕｓａｎの た め で あ り・ この 考　

え は Ｍ Ｓ に も 知 られて い た ので あ る。　Ｍ Ｓの この 部 分 の 解 釈 につ いて は， ［ＣＡＬＡＮＤ　 １９６８：

　 ２６，注 ９４］を 参 照 。

５２５



国立民族学博物館研究報告　　９巻３号

ApSS 8,2,4  pistanarn pausnam. srapayati

「Ｐｕｓａｎ への （粥） を粉か ら料理す る。」１６）

３．５． ｐｕｒｏｄａｓａ：脱穀 され た玄米，玄麦は石 臼を使 って粉 にされ，その粉 は水を加

えてね られ，ね り粉 は ｋａｐａｌａ とい う素焼 きの皿 ［ＲＡＵ　ｌ　９７２：１７］の上 に広げ られ，

下か らの炭火 と，上か らチガヤなどを燃や した上下 の火で焼 いて作 られる。 シュラウ

タスー トラにおいてＪ この ｐｕｒｏｄａｓａの調理は非常 に詳 しく記述 されている。

以下 に各過程を追 って説明 して いく。

ｉ・ ｐｅｓａｎａ：穀粒 （ｔａｎｄｕｌａ）は上下 の石 臼 （下が ｄｒｓａｄ，上が ｕｐａｌａ といわれ る）

を使 って粉 にされる。

ApSS 1,21,3-8...  krsnajine... samyam nidhaya... §amyayam drsadam atyadhaya 

...drsady upalam adadhati /3/... drsadi tandulan adhivapati... /5/... 

samtatam pinasti /6/... krsnajine pistani praskandayitva... asarnvapanti 

pimsanuni kurutad iti sampresyati /7/ dasi pinasti patni va /8/

「黒鈴羊の皮 の上 に支 え棒 を置 き，支え棒 の上に下 臼をのせ，下 日の上 に上臼

を置 く。下 日の上 に穀 粒をいれる。中断する ことな く粉 にす る。黒蛉羊 の皮の

上に （すでに Ａｄｈｖａｒｙｕ 祭官が）粉 に した ものをま き， 『（とび出 した ものを

石臼に）入 れることな く１７），粉 にせよ。微細 にせ よ』 と命 じる。召 し使 い女，

また は祭 主の妻 が粉 にす る。」１８）

ｉｉ・ ｋａｐａｌｏｐａｄｈａｎａ： 素 焼 き の 皿 ｋａｐａｌａ が い ず れ か の 祭 火 ｇａｒｈａｐａｔｙａ か ａｈａ－

ｖａｎｉｙａｌｓ）の 上 に お か れ る ２０）。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

１６） 同 種 の 規 定 は ほ か に ＢｈａｒＳＳ　８，１，２０－２３；ＨｉｒＳＳ　３，８ ［３８５，９－１４］；ＶａｉｋｈＳＳ　８，４ ［８１，１４－１６］；

Ｍ ａｎＳＳ　１，７，１，２１－２２；Ｋ ａｔｙＳＳ　５，１，９ に も あ る 。

１７） ａｓａｍ ｖａｐａｎｔｉの こ の 解 釈 は Ｃａｌａｎｄ ［１９２１：４２］ に 従 う 。

１８） こ の 過 程 に つ い て は ， Ｈ ｉｌｌｅｂｒａｎｄｔ［１９７７：３６－３８］を 参 照 。 更 に ＢａｕｄｈＳＳ　１，７ ［１０，６－１１，２］；
　 　 　 ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

ＢｈａｒＳＳ　１，２３，１－２４，１；Ｈ ｉｒＳＳ　１，５ ［１３１，９－１３２，１９］；ＶａｉｋｈＳＳ　４，８ ［４７，５－１５］；Ｍ ａｎＳＳ　１，２，２，
　 　 　 　 　 　 ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

２５－３３；ＶａｒＳＳ　１，２，４，６１－７０；ＫａｔｙＳＳ　２，５，２－７ に対 応 規 定 が あ る。

１９） シ ュ ラ ウタ祭 式 は三 つ の 祭火 ｇａｒｈａｐａｔｙａ，　ａｈａｖａｎｉｙａ，　ｄａｋｓｉｎａｇｎｉを 用 い る。 穀 物 料理 を 主

　要 供 物 とす る ｈａｖｉｒｙａｊｎａ 祭 の代 表 ，新 月 ・満 月祭 の祭 場 と祭 火 の 見 取 り図 に つ いて は ［ＨＩＬＬＥ－

　ＢＲＡＮＤＴ　 １９７７：１９１］ を参 照 。　ＡｐＳＳ　１，２２，１お よ び ＨｉｒＳＳ　１，６［１３３，８］に よ れば ａｈａｖａｎ３ｙａ，

　ｇａｒｈａｐａｔｙａ の 両火 が供 物 の料 理 に使用 され うる が，　ＶａｉｋｈＳＳ　４，８ ［４７，１５－１６］ は ｇａｒｈａｐａｔｙａ

　 の みの 使 用 を認 め て い る。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ
２０） こ の 過 程 に つ い て は ， Ｈ ｉｌｌｅｂｒａｎｄｔ ［１９７７：３２－３６］ を 参 照 。 さ ら に ＢａｕｄｈＳＳ　１，８ ［１１，５－１２，

　 ６］；ＢｈａｒＳＳ　１，２４，２－９；ＡｐＳＳ　１，２２，１－４；Ｈ ｉｒＳＳ　１，６ ［１３３，８－１３４，２４；１３６，４－５］；Ｖ ａｉｋｈＳＳ　４，８－９

　 「４７，１５－４８，５］；Ｍ ａｎＳＳ　１，２，２，３４－３，４；７；Ｖ ａｒＳＳ　１，３，１，１－５；Ｋ ａｔｙＳＳ　２，４，２６－３４ に 対 応 規 定 が あ

　 る 。

５２６
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ｉｉｉ．　 ｍａｄａｎｔｉといわれ る熱湯 が準備 され る２１）。

ｉｖ．　ｓａｍｙａｖａｎａ：粉 は水 と湯で こね られ，ダ ンゴ状 に形作 られる。

ApSS 1,24,1-5  praksalitayam patryam nistaptopavatayam... pistani samvapati 

.../1/... sruvena pranitabhya adaya... pistesv aniya... taptabhir anupari-

     plavya... samyutya... pindam krtva... vibhajya samau pinclau krtva .. /5/

「水洗 いされ，火 にかけて温ため，乾 かされた ｐａ，ｔｒ３なる容器 に粉を入 れる。

ｓｒｕｖａ なる柄杓 で ｐｒａｎ３ｔａ 水を汲 み， 粉の中に入 れ， （さ らに熱湯を注 ぎ込

み２２♪，そ して） その熱湯を （ｐａｔｒｉ容 器の） まわ りにあふれ させ る２３》。粉 を こ

ねてダ ンゴにし，それをわ けて，さらに同 じ大 きさの二つのダ ンゴにす る。」２４）

ｖ・ ダ ンゴ状 に したね り粉 を素焼 きの皿 ｋａｐａｌａ の上 に広げ る２５）。

ｖｉ・ ｓｒａｐａｎａ：炭火 の上 に ｋａｐａｌａ があり，その上 か らチガヤなどを燃や し，上下 か

らの火 で ｐｕｒｏｄａｓａを焼 く。

　 　 　 　 　 タ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　げ

２１｝ ＢａｕｄｈＳＳ　１，８ ［１２，６－７］；ＢｈａｒＳＳ　１，２４，１０；ＡｐＳＳ　１，２３，６；Ｈ ｉｒＳＳ　１，５ ［１３２，２５］；ＶａｉｋｈＳＳ　４，８

　 ［４７，１５］ に 規 定 が あ る 。

２２） 熱 湯 を 粉 の 中 に 注 ぎ 込 む こ と は 他 の シ ュ ラ ウ タ ス ー トラ に お い て は っ き り と 規 定 さ れ て い る 。

　 ＢａｕｄｈＳＳ　１，９ （１２， １２－１３］ ｐｒａｎＹｔａｂｈｙａｈ　ｓｒｕｖｅｎｏｐａｈａｔｙａ．．．　ｅｖａｍ 　ｍａｄａｎｔ３ｂｈｙａｓ　ｔｏ　ｕｂｈａｙｉｒ

　 ａｎ３ｙａｍ ａｎａｈ 「ｐｒａｎｉｔａ 水 を 柄 杓 で 汲 み ， 同 じ よ う に して 熱 湯 を 汲 み ， そ れ ら双 方 を 注 ぎ 込 む

　 時 に 。」；Ｈ ｉｒＳＳ　１，６ ［１３７，３０］ ｔａｐｔａ　ａｎａｙａｔｉ「熱 湯 を 注 ぎ 込 む 。」 ；ＶａｉｋｈＳＳ　４，９ ［４８，１５－１６］

　 ｍ ａｄａｎｔ３ｒ　ｎｉｎａｙａｔｉ 「熱 湯 （ｍ ａｄａｎｔｉ）を 注 ぎ入 れ る 。」；Ｍ ａｎＳＳ　１，２，３，１３ ａｓｉｎｃａｔｉ　ｔａｐｔａｓ　ｃａ 「（水

　 を ） 注 ぐ 。 熱 湯 も。」 ；Ｖ蚕ｒＳＳ　１，３，１，１５ ｍ ａｄａｎｔｉｂｈｉｈ （ｓａｍ ｓｒｊａｔｉ） 「（粉 を ） 熱 湯 と （あ わ せ る ）。」

２３） Ｃａｌａｎｄ ［１９２１：艦 ］ は ‘ｔａｐｔａｂｈｉｒ　ａｎｕｐａｒｉｐｌａｖｙａ，を ‘ｄａｒａｕｆ　ｖｅｒｒＵｈｒｔ　ｅｒ　ｅｓ　ｍ ｉｔ　ｄｅｍ　ｋｏｃｈｅｎ・

　 ｄｅｎ　Ｗ ａｓｓｅｒ’と訳 して い る 。 こ の 所 作 は ブ ラ ー フ マ ナ 文 献 の 一 つ ＴＢ　３，２，８，２ に 基 づ い て い る ：

　 ａｄｂｈｙａｈ　ｐａ「ｉ　Ｐ「ａｊａｔａ　ｓｔｈａ　ｓａｍ　ａｄｂｈｉｈ　ｐｒｃｙａｄｈｖａｍ　ｉｔｉ　ｐａｒｙａｐｌａｖａｙａｔｉ「『汝 ら は水 よ り生 ま れ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タ

　 た もの な り。水 とい っ しょに なれ 。』 と唱 えて ‘ｐａｒｙａｐｌａｖａｙａｔｉ’。」 この所 作 は ＢｈａｒＳＳ　ｌ，２５，６

　 で は ＴＢ と同 じ動 詞 に よ って あ らわ され ，　Ｂａｕｃ２ｈＳＳ　ｌ，９［１２，１５－１６］ と Ｈ三ｒＳＳ　ｌ，６［１３８，１］で
　 　 　　　　　　ジ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　 は ＡｐＳＳ と 同 じ く ａｎｕｐａｒｉｐｌａｖａｙａｔｉ に よ り あ らわ さ れ ，　 Ｖ ａｉｋｈＳＳ　４，９ ［４３，１６］ は ｐａｒｉｐｌａ一
　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

　 ｖａｙａｔｉを ，　ＭａｎＳＳ　Ｉ，２，３，１４ は ｐａｒｉｓａｒａｙａｔｉを 用 い て い る。 これ ら の動詞 は 「か きまぜ る」 と

　 い う こ とを意 味 す る よ り， 「まわ りに流 れ 出 させ る」 とい う ことを 意 味 して い る と思 わ れ る 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 タ

　 ＴＢ　３，２，８，２－３ は上 の規 定 につ づ いて ， こ の所 作 の解 釈 を 与 えて い るが ：ｙａｔｈａ　ｓ丘ｖ撫 ａ　ｉｍａｍ

　 ａｎｕｖｉｓｒｔｙａ〃２〃 ａｐａ　ｏｓａｄｈｉｒ　ｍａｈａｙａｎｔｉ／ｔａｄｒｇ　ｅｖａ　ｔａｔ 「丁 度 よ く雨 が降 った場 合 ， 水 は こ の

　 （大 地 ） に い きわ た り，草 を 喜 ばせ る，そ の よ うな もの で あ る。」， この動 詞 ｐａｒｙａｐｌａｖａｙａｔｉな

　 ど によ って あ らわ され て い る所 作 は， 大 水 の時 ， 水 が大 地 に氾 濫 す るさま と結 び っ け られ て解

　 釈 され て い る と思 うので ，Ｃａｌａｎｄ の解 釈 よ り拙 訳 の方 が よ りよ い よ うに思 え る。

２４） この 過 程 につ い て は Ｈｉｌｌｅｂｒａｎｄｔ［１９７７：３９－４１］を 参 照。 さ らに ＢａｕｄｈＳＳ　Ｉ，９ ［１２，８－１８］；
　 　 　 ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　 ＢｈａｒＳＳ　１，２４， １レ ２５，８；Ｈ ｉｒＳＳ　１，６ ［１３６，２４－１３８，１３］；Ｖ ａｉｋｈＳＳ　４，９－１０ ［４８，． ．．，２］；Ｍ ａｎＳＳ

　 １，２，３，１０－１６；ＶａｒＳＳ　１，３，１，１１－１７；Ｋ ａｔｙＳＳ　２，５，１０－１５ に 対 応 規 定 が あ る 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ
２５） こ の 過 程 に つ い て は Ｈ ｉｌｌｅｂｒａｎｄｔ［１９７７：４１－４２］を 参 照 。 さ ら に ＢａｕｄｈＳＳ　ｌ，９－１０［１２，１９－１３，
　 　 　 　 　 ジ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　 ７］；ＢｈａｒＳＳ　１，２５，９－２６，３；Ｈ ｉｒＳＳ　１，６ ［１３＄，１５；１４１，１４－１４２，１１］；Ｖ ａｉｋｈＳＳ　４，１０ ［４９，２－９］；

　 Ｍ ａｎＳＳ　１，２，３，１７－２３；Ｖ ａｒＳＳ　１，３，１，１７－２２；ＫａｔｙＳＳ　２，５，２０－２１ に 対 応 規 定 が あ る 。

５２７

し



国立民族学博物館研究報告　　９巻３号

 ApSS 1, 25, 9-12... darbhair abhijvalayati jvalair va /9/... agnidhro havimsi 

susrtani karoti /11/... vedena purodase sangaram bhasmadhyuhati /12/

「チガヤを上で燃やす。 あるいは何 か燃 えるものを。Ａｇｎｉｄｈｒａ祭 官が供物を

うま く調理する。草箒で ｐｕｒｏｄａｓａの上に懊 のま じった灰 をのせて広 げる。」２６）

ｖｉｉ．　 ｐｕｒｏｄａｓａ が焼 かれ ると，草箒で灰 をは らい，火 より取 り出す２７）。

３．６． ｄｈａｎａ：玄 米 ， 玄 麦 を 妙 っ た も の ２８）。

ApSS 8,13,18-19  trisphalikrtams tanclulan... vibhajya dhanarthan nidhayetaran 

pistani krtva... daksinagnau... dhanartham adhi§rayati /18/ ... tanclulan 

    opya bahurupa dhanah karoti /19/.

「三度脱穀 された穀粒 を分 けて， ｄｈａｎａ用 の分 はおいておいて， 残 りの分 を

粉 に し， ｄａｋｓｉｎａｇｎｉ祭火 に ｄｈａｎａ用 の （素焼 きの皿） を置 く。　 （その皿に

ｄｈａｎａ用 に とって おいた）穀 粒をいれ，いろいろな色合 いを もつ２９）ｄｈａｎａ に

す る３０）・３１》ｎ

２６） この過 程 につ いて は Ｈ ｉｌｌｅｂｒａｎｄｔ［１９７７＝４３］ を参 照 。 さ らに ＢａｕｄｈＳＳ　１，１０ ［１３，９－１５］；
　 　 　 ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴ

ＢｈａｒＳＳ　１，２６，６－９；Ｈ ｉｒＳＳ　１，６ ［１４３，１－１４］；ＶａｉｋｈＳＳ　４，１０ ［４８，１０－１４］；Ｍ ａｎＳＳ　１，２，３，２７－３１；
　 　 　 ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　 Ｖ ａ”ｒＳＳ　１，３，１，２６－２８；ＫａｔｙＳＳ　２，５，２３－２５ に 対 応 規 定 が あ る 。

２７） こ の 過 程 に つ い て は Ｈ ｉｌｌｅｂｒａｎｄｔ［１９７７：６９］を 参 照 。 さ ら に ＢａｕｄｈＳＳ　１，１４［２１，８－９］；ＢｈａｒＳＳ
　 　 　 　 　 　 ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 ２，１０，３；ＨｉｒＳＳ　１，８ ［１７４，９－１０］；ＶａｉｋｈＳＳ　５，８ ［５９，３］；Ｍ ａｎＳＳ　１，２，６，１７；ＶａｒＳＳ　１，３，３，２６ に対 応

　 規 定 が あ る 。

２８） 古 くか ら ｄｈａｎａを 「穀 粒 」 と解 して きた （Ｐ．５２２を 参 照）。 しか しこ の解釈 は ，元 来 「穀 粒 」

　 を意 味 す る類 似 の 語 ｄｈａｎｙａ と混 同 さ れて 下 さ れた の で は ない か と思 う。Ｔｕｒｎｅｒ［１９６６：３８７］

　 に よれ ば ｄｈａｎａ は， 各 方 言 に おけ る多 くの 対応 語 と と もに， 常 に 「妙 った穀 粒 」 を意 味 し

　 て い るの に対 して ，　 ｄｈａｎｙａ は ，各 方言 対 応 語 とと もに 首尾 一 貫 して 「穀 粒」 一 般 を示 し，

　 ｄｈａｎａ と ｄｈａｎｙａ が意 味す る もの は は っ き りと異 って い る とい う こ とがわ か る。　ＲＶ　３，３５，３；

　 ７；１０，２８，１にお い て ｄｈａｎａ は Ｉｎｄｒａ神 に食 べ物 と して捧 げ られ る と され ，ま た，　ＲＶ　３，５２，５－８

　 で は ｄｋａｎａ は ｐｕｒｏｄａｓａ （本文 ３．５．を参 照 ） と ともに 登 場 して い る が ， この ｐｕｒｏｄａｓａはす で

　 に 調理 され た もの で あ る。 ＶＳ　１９，２１ で は ｋａｒａｍｂｈａ （本 文 ３．９．を参 照），　ｓａｋｔｕ （本 文 ３．７．），

　 ｐａｒｉｖａｐａ （本 文 ３．１），　ｐａｙａｓ（ミル ク），　ｄａｄｈｉ（ヨー グ ル ト），５ｍｉｋ§飢 凝 乳 ），　ｖａｊｉｎａ （乳漿 ），

　 ｍａｄｈｕ （蜜 ） な どの 食 べ物 とい っ し ょに論 じ られて い る。Ｍ Ｓ　３，ｉＯ，５［１３７，５－６］；ＡＢ　２，２４，１で

　 は ５種 の代表 的 な供 物 に数 え られ ， ＴＢ　３，８，１４，２－６で は１０種 類 の食 べ物 （ｄａｓａｎｎａ）の一 つ と さ

　 れ て い る。 こ う考 え る と ｄｈａｎａ は未 加 工 の穀 粒 一 般 を意 味 す る よ り， む しろ既 に調 理 さ れ ，

　 食 べ られ る状 態 に な って い る 「妙 り玄 米 ，妙 り玄 麦」 を あ らわ す と考 え る方 が よ い よ うに思 え

　 る 。 ＲＶ　４，２４，７ｂ　ｂｈζｊｊ釦 ｄ嫡 ｎ飾 を Ｇｅｌｄｎｅｒ［１９５１：４５１－４５２］の よ うに “（Ｗ ｅｒ）＿ Ｋ６ｒｎｅｒ

　 ｒｏｓｔｅｎ　ｗｉｒｄ” と訳 さず ， 「（穀 粒 を ）ｄｈａｎａへ と妙 る」 と解 す る こ ともで きる と思 う ［ＤＥＬＢＲＵＣＫ

　 １９６８：１７２］。従 って ｄｈａｎａに 対 して 古 くか ら与 え られ て きた 「穀 粒 」 とい う意 味 を 削除 して ，

　 あ らゆ る時 代 を通 じて 「炊 った穀 粒」 とい う意 味 を確 定 して よ いよ うに思 え る。

２９） 玄 米 ，玄 麦 を妙 る と，本 来 の 茶 色 が少 しこげ， こげ茶 ， さ らには 黒 に もな り，又 ，妙 って破

　 裂 して 中身 の 白い 色 が現 わ れ， 白か ら茶 色 の 系統 を通 って 黒 ま でい た る さま ざま な色 合 いを 呈

　 す るが ， この 状 態 を さす もの と思 う。

５２８



永ノ尾　 古代インド祭式文献に記述された穀物料理

　 ３．７． ｓａｋｔｕ：ｄｈａｎａ を 粉 に した も の 。

　 　　　　　グ

Ａ ｐＳＳ　８，１４，１４ ａｒｄｈａｈ　ｐｉｓｔａｎａｍ 　ａｏｒｔａ　ｓａｋｔｕｎ　ｋｒｔｖａ

　 　 　 「（ｄｈａｎａ の ）半 分 を 粉 に す る 方 法 で ｓａｋｔｕ に す る。」３２）

３．８． ｍ ａｎｔｈａ：ｓａｋｔｕ に 水 ま た は ミル ク を 加 え て ， か き ま ぜ た も の 。

ApSS 8,14,14-15 ...  abhivanyayai dugdhasyardhasarave saktun opyaikayeksu-

    ialakaya... upamanthati /14/ salakastham mantham krtva

「自分のでない仔牛 に授乳 してい る牝牛 （ａｂｈｉｖａｎｙａ）か ら搾 った ミル クを

ｓａｒａｖａ なる容器に半分 まで満た し，その中に ｓａｋｔｕ をいれ，サ トウキ ビの茎

でか きまわす。 サ トウキビの茎 に ｍａｎｔｈａがね ばりつ くようにまです る。」３３》

　 ３．９． ｋａｒａｍ ｂｈａ：ｍ ａｎｔｈａ の 場 合 よ り 少 な い ミル ク で ね っ た も の 。
　 　　　　ノ

Ａ ｐＳＳ　１２，４，１２－１３＿ ｐｉｓｔａｎａｍ 　ａｏｒｔａ　ｓａｋｔｕｎ　ｋａｒｏｔｉ ／１２／ ｍ ａｎｔｈａｒｈ　ｓａｍ ｙｕｔａｍ

　 　 　 ｋａｒａｍ ｂｈａ　ｉｔｙ　ａｃａｋｓａｔｅ．．．／１３／

　 　 　 「粉 に す る方 法 で ｓａｋｔｕ を 作 る 。 こね た だ け の ｍ ａｎｔｈａ を ｋａｒａｍ ｂｈａ と い

　 　 　 う 。」３４）

４． 以上が，古代インド祭式文献に記述された穀物の調理法である。 シュラウタスー

トラのいろいろな祭式の規定に散在する調理法を一括 して考察することにより，古代

インドにおける穀物調理法の概観が与えられたと思う。 それによると，生の穀物を

食べられる状態にする調理法 として三つのものがあったことがわかる。つまり，煮 る

ことと，妙ることと，焼 くことである。また穀物 も，穀粒のまま料理される場合と，

粉にして使用される場合の二つがある。Ｍｙｌｉｕｓ［１９７６：５０５］（注１０）力蝉 げている粥

３０） 他 の シュ ラ ウタ スー トラで は 「妙 る」 と 明 示 さ れて いる 。 ＢａｕｄｈＳＳ　５，１１［１４４，１２］ｂｈａｒｊａ一
　 　 　 　 ノ

ｙａｎｔｉ；Ｈ ｉｒＳＳ　５，４［４７９，１６Ｊ　ｏｐｙａ　ｄｈａｎａ　ｂｈａｒｊａｙａｔｉ 「（素 焼 き の 皿 に ） い れ ，　 ｄｈａｎａ を 妙 る 。」 ：

Ｍ ａｎＳＳ　１，７，６，８　ｂｈｒｊｊｙａｍ ａｎａｓｕ 「（ｄｈａｎａが ）妙 られ て い る 時 に 。」 ：ＶａｒＳＳ　ｌ，７・４，１６ ｄａｋｓｉｎａｇｎａｕ

ｙａｖａｎ　ｂｈｒｊｊａｔｉ「ｄａｋｓｉｎａｇｎｉ祭 火 で 大 麦 を 妙 る。」 ：Ｋ ａｔｙＳＳ　５，８，１６　ｄｈａｎａｂｈａｒｊａｎａｍ　ｄａｋｓｉｎａ－

ｇｎａｕ 「ｄｈａｎａ を 妙 る の は ｄａｋｓｉｎａｇｎｉ祭 火 で 。」

３１） さ ら に ＢａｕｄｈＳＳ　５，１１ ［１４４，１０－１３］；ＨｉｒＳＳ　５，４ ［４７９，８－１８］；Ｖ ａｉｋｈＳＳ　９，４－５ ［９３，１５－９４，２］；

Ｍ ａｎＳＳ　１，７，６，７－８；ＶａｒＳＳ　１，７，４，１４－１６；Ｋ ａｔｙＳＳ　５，８，１４－１７；１９－２０；ＶａｄｈＳ　４，４ ［Ａｒｔａ　Ｏ ｒｉｅｎｔａｌｉａ

ＩＩ，　ｐ．６３，１５］ に 対 応 規 定 が あ る 。

３２） さ ら に ＢａｕｄｈＳＳ　５，１１ ［１４４，１３］；ＢｈａｒＳＳ　８，１７，３；Ｈ ｉｒＳＳ　５，４ ［４８０，２０］；ＶａｉｋｈＳＳ　９，６ ［９４，１１］

　 に 対 応 規 定 が あ る 。
　 　 　 　 　 　 ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

３３） さ ら に ＢａｕｄｈＳＳ　５，１１ ［１４４，１７－１８］；ＢｈａｒＳＳ　８，１７，８－１１；Ｈ ｉｒＳＳ　５，４ ［４８０，２５－２７］；ＶａｉｋｈＳＳ
　 　 　 　 　 　 　 ゴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴ

９，６ ［９４，１１－１４］；Ｍ ａｎＳＳ　１，７，６，９；２０；Ｖ ａｒＳＳ　１，７，４，１７－１９；Ｋ ａｔｙＳＳ　５，７，１８；Ｋ ａｌｈａｋａ： Ｋ ａｔｙＳＳ

　 ５，８，１８ に 対 す る 注 ［５１０，５－６］に 対 応 規 定 が あ る 。
　 　 　 　 　 ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

３４） さ ら に ＢｈａｒＳ　Ｓ　１３，１８，２；１３－１５；Ｈ ｉｒＳＳ　８，１［７８５，２５］；Ｖ ａ量ｋｈＳＳ　１５，４－５ ［１９２，７－１０１。

５２９
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のいろいろな種類よ り，穀物 の調理の際 にいろいろな乳製品が用 い られていた ことが

わか る。供物 に関 してではあるが，古 い祭 式解釈文献 はすで に，調 理された供物 には

必ず溶けたバタ ーをか けるべ きことを教えてい る３５）。原始的なオーブ ンともいうべ き

上下か らの火で焼かれた ｐｕｒｏｄａｓａにも，丁度 ホ ッ トケーキにするように，溶 けたバ

タ ーをかけることが教え られている３６）。

　 この考察 によって， ｄｈａｎａ に対 して古 くか ら与え られて きた 「穀粒」 という意味

を削除すべ ぎこと，また， この語 に対 して Ｇｏｎｄａ，　Ｒｅｎｏｕ，　Ｓｅｎ （Ｐ．５２２を見 よ） が

与えた 「妙 られた穀物を粉 にした もの」 という意味 も誤 りで あることがわか った。

　 このよ うに調理法を確定す ることにより，古代 イン ドの語を翻訳す る際に，も し，

ある文化に対応す る穀物料理がある場合 に，よ り確信 を もって行 うことがで きると思

う。

略 字 解

 ApSS: Apastamba Srautasutra. 

AV: Atharva Veda Samhita. 

BaudhSS : Baudhayana Srautasutra. 

BharSS: Bharadvaja Srautasutra. 

HirSS : Hiranyakesi Srautasutra. 

KatySS : Katyayana Srautasutra. 

KS: Kathaka Samhita 

LatygS : Latyayana Srautasutra. 

ManSS : Manava Srautasutra. 

MS: Maitrayan3 Samhita. 

RV: Rg Veda Samhita. 

TB: Taittiriya Brahmana. 

TS: Taittiriya Samhita. 

VadhS : Vadhula Sutra. 

VaikhSS : Vaikhanasa grautasutra.

３５） Ｍ Ｓ　ｌ，１０，２０ ［１５９，１９］ ｎａ　ｈｉ　ｈａｖｉｒ　ａｎａｂｈｉｇｈｒｔａｍ　Ａｓｔｉ「（溶 け た バ タ ー を ） か け て い な い も

　 の は 供 物 で は な い 。」 Ｋ Ｓ　３６，１４ ［８０，１９］ｎａ　ｈｉ　ｈａｖｉｒ　ａｎａｂｈｉｇｈｒｔａｍ ・

３６） ＢａｕｄｈＳＳ　１，１４ ［２１，１５－１６］；ＢｈａｒＳＳ　２，１１，２－４；ＡｐＳＳ　２，１１，３－４；Ｈ ｉｒＳＳ　１，８ ［１７６，５；９－１０］；

　 Ｖ ａｉｋｈＳＳ　５，８ 「５９，７－９］；Ｍ ａｎＳＳ　ｌ，２，６，２４；Ｖ ａｒＳＳ　１，３，３，２７－２９；Ｋ ａｔｙＳＳ　２，８，１４ に こ れ に 関 す る

　 規 定 が あ る 。

５３０



永ノ尾　　古代インド祭式文献に記述された穀物料理

 VarSS  : Varaha Srautasutra. 

VS: Vajasaneyi Sarimhita.
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